
井の頭 44 42 2
牟礼北野 240 232 10
新川中原 211 211 9
連雀 211 210 9
深大寺 111 106 5
大　沢 120 119 5
吉祥寺 121 121 5

武蔵野中央 302 293 12
関　前 115 114 5
境 46 44 2

境南町 42 47 2
直・事 562 568 19

合　計 2125 2107 85

２０2１年度　春の拡大月間の分会目標

分　会 ４％目標１月現勢 ３月現勢

( 1 ) ２０２１年４月１０日
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▼
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界

保
健
機
関
）
は
国

連
の
機
関
で
、
戦

後
間
も
な
い
一
九

四
八
年
に
設
立
さ

れ
、
世
界
全
体
で

約
８
千
人
の
職
員

が
働
い
て
お
り
、
本
部
は
ス
イ
ス

の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
あ
る
。
人
間
の

健
康
を
基
本
的
人
権
の
一
つ
と
と

ら
え
、
全
て
の
人
々
が
最
高
の
健

康
水
準
に
到
達
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。
▼
「
健
康
」
の
定

義
は
病
気
の
有
無
で
は
な
く
、
肉

体
的
、
精
神
的
、
社
会
的
に
満
た

さ
れ
た
状
態
に
あ
る
こ
と
を
掲
げ

て
い
る
。
人
種
、
宗
教
、
政
治
信

条
や
経
済
的
、
社
会
的
条
件
に
よ

っ
て
差
別
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
世

界
中
す
べ
て
の
人
々
が
健
康
で
あ

る
こ
と
は
、
平
和
と
安
全
を
達
成

す
る
た
め
の
基
礎
で
あ
り
、
そ
の

成
否
は
、
個
人
と
国
家
の
全
面
的

な
協
力
が
得
ら
れ
る
か
ど
う
か
に

か
か
っ
て
い
る
。
▼
Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
か

つ
て
、
感
染
症
対
策
と
し
て
、
一

九
七
〇
年
代
に
天
然
痘
根
絶
活
動

を
行
い
、
一
九
八
〇
年
に
は
天
然

痘
根
絶
宣
言
を
出
す
こ
と
が
で
き

た
。
現
在
の
新
型
コ
ロ
ナ
、
エ
ボ

ラ
ウ
イ
ル
ス
病
な
ど
感
染
症
対
策

で
、
世
界
各
国
の
協
力
を
要
請
し

て
い
る
。
高
血
圧
、
肥
満
、
が
ん

対
策
で
は
国
際
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
策
定
し
、
予
防
接
種
ワ
ク
チ

ン
の
世
界
的
な
基
準
を
策
定
す
る

と
い
っ
た
専
門
的
な
仕
事
を
行
っ

て
い
る
。
▼
公
益
社
団
法
人
日
本

Ｗ
Ｈ
Ｏ
協
会
は
、
世
界
保
健
機
関

Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
日
本
支
部
で
は
な
く
、

Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
理
念
に
賛
同
し
、
Ｗ
Ｈ

Ｏ
と
の
連
携
の
も
と
で
国
内
外
で

健
康
増
進
活
動
を
行
っ
て
い
る
民

間
の
法
人
で
す
。

今
大
会
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
の
感
染
防
止
対
策

を
徹
底
し
た
う
え
で
、

来
賓
の
列
席
を
ご
遠
慮

し
、
間
隔
を
あ
け
て
座

席
を
配
置
し
ま
し
た
。

冒
頭
、
金
子
委
員
長
よ

り
あ
い
さ
つ
と
２
０
２

０
年
に
亡
く
な
ら
れ
た

組
合
員
へ
黙
と
う
を
さ

さ
げ
、
渡
邊
書
記
長
か

ら
基
調
報
告
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
今
回

は
分
科
会
も
行
わ
な
か

っ
た
た
め
、
各
専
門
部

長
よ
り
次
年
度
の
活
動

方
針
に
つ
い
て
重
点
課

題
が
提
案
さ
れ
、
全
体
会
で
拍
手

で
の
承
認
と
な
り
ま
し
た
。

２
０
２
０
年
度
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
に
よ
り
組
合
活
動
に
も
制
限
が

加
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で

も
、
様
々
な
運
動
教
訓
を
得
る
こ

と
の
で
き
た
１
年
で
し
た
。

①
「
新
型
コ
ロ
ナ
で
誰
一
人
取
り

残
さ
な
い
」
取
り
組
み
を
徹
底
し

て
行
い
、
仲
間
の
仕
事
や
く
ら
し

の
相
談
活
動
や
自
治
体
要
請
を
行

い
、
持
続
化
給
付
金
を
は
じ
め

と
し
て
１
３
０
件
を
超
え
る
申

請

相

談

を

行

っ

た
。

②
地
域
住
民
の
要

望
に
こ
た
え
て
11

月
に
「
住
ま
い
の

相

談

会

」

を

開

催
、
武
蔵
野
市
、

三
鷹
市
の
２
会
場

に
て
包
丁
と
ぎ
と

住
宅
相
談
を
実
施

し
ま
し
た
。
来
場

し
た
方
か
ら
は
大

変
喜
ば
れ
、
次
年

度
に
向
け
た
期
待
の
声
が
寄
せ
ら

れ
た
。

③
拡
大
運
動
で
は
秋
の
月
間
で
支

部
で
初
め
て
１
０
０
人
を
超
え
る

加
入
で
目
標
を
大
き
く
超
過
達
成

し
た
。

２
０
２
１
年
度
は
、
今
だ
収
束

が
見
え
な
い
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、

後
継
者
育
成
と
組
織
拡
大
強
化
を

軸
に
建
設
ア
ク
シ
ョ
ン
の
取
り
組

み
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
拍
手

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
（
活
動
方

針
の
詳
細
は
２
・
３
面
に
掲
載
）

ま
た
、
昨
年
度
の
決
算
報
告
、

予
算
案
の
提
案
に
つ
い
て
も
承
認

を
行
い
、
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
、
新

年
度
の
役
員
体
制
に
つ
い
て
も
拍

手
で
確
認
が
さ
れ
ま
し
た
。
今
大

会
を
も
っ
て
退
任
さ
れ
た
12
人
の

役
員
の
方
の
紹
介
（
詳
細
は
３
面

に
掲
載
）
と
、
２
０
２
１
年
度
か

ら
新
し
く
委
員
長
と
な
っ
た
島
村

新
（
あ
ら
た
）
さ
ん
よ
り
あ
い
さ

つ
が
あ
り
、
最
後
は
須
藤
副
委
員

長
か
ら
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
で
全
体

を
終
了
し
ま
し
た
。

【
高
橋
公
二
組
織
部
長
記
】
3
月
25
日
か

ら
５
月
31
日
ま
で
組
合
の
仲
間
を
増
や
す

「
春
の
拡
大
月
間
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。こ

の
春
の
拡
大
月
間
で
は
、
①
「
建
設

ア
ク
シ
ョ
ン
行
動
」
と
し
て
、
昨
年
か
ら

引
き
続
き
組
合
の
仲
間
や
未
加
入
者
へ
の

相
談
活
動
を
強
め
る
と
と
も
に
、
②
後
継

者
世
代
の
出
番
作
り
と
分
会
へ
の
定
着
で

組
織
強
化
を
進
め
る
、
こ
の
２
点
を
重
点

課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま

た
、
こ
こ
数
年
の
組
織
の
減
少
に
歯
止
め

を
か
け
、
組
織
増
勢
へ
の
足
掛
か
り
を
勝

ち
取
る
た
め
に
も
、
こ
の
月
間
で
全
分
会

が
４
％
の
加
入
目
標
の
達
成
と
１
月
１
日
の
組
織
現

勢
回
復
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

月
間
の
行
動
日
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
防
止

対
策
を
徹
底
し
た
う
え
で
、
「
コ
ロ
ナ
で
困
っ
て
い

る
仲
間
は
い
な
い
か
」
「
市
の
国
保
料
が
高
く
て
困

っ
て
い
る
」
「
独
立
し
て
労
災
に
加
入
を
し
た
い
」

な
ど
、
周
り
の
仲
間
に
仕
事
や
暮
ら
し
の
聞
き
取
り

を
強
め
、
組
合
へ
の
相
談
に
つ
な
げ
て
い
き

ま
す
。

「
仲
間
の
実
態
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
聞
き
取

り
を
き
っ
か
け
と
し
て
対
象
者
を
掘
り
起
こ

し
、
東
京
土
建
の
原
点
で
も
あ
る
「
困
っ
た

時
こ
そ
組
合
へ
」
に
た
ち
、
こ
の
春
の
拡
大

月
間
で
全
分
会
が
大
き
な
飛
躍
を
勝
ち
と
り

ま
し
ょ
う
。

【
４
月
の
拡
大
行
動
日
】

４
月
15
日
（
木
）
16
日
（
金
）

４
月
22
日
（
木
）
23
日
（
金
）

４
月
27
日
（
火
）
28
日
（
水
）

※
行
動
日
の
分
会
セ
ン
タ
ー
の

会
場
は
、
各
分
会
の
役
員
に

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

東
京
土
建
三
鷹
武
蔵
野
支
部
は
、
第
７
回
支
部
定
期
大
会
を
４
月
４
日
三
鷹
市
公
会
堂
「
光
の
ホ
ー

ル
」
に
て
開
催
、
代
議
員
・
委
任
状
あ
わ
せ
て
１
０
８
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
昨

年
度
の
取
組
み
を
教
訓
と
し
て
、
２
０
２
１
年
度
も
引
き
続
き
建
設
従
事
者
へ
の
相
談
活
動
、
後
継
者

育
成
と
組
織
強
化
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
参
加
者
全
員
で
確
認
し
ま
し
た
。

み ち し る べ



（
一
）
各
分
野
の
取
り
組

み１
．
地
域
団
体
と
の
共
闘
で

め
ざ
す
大
衆
運
動
の
前
進
と

仲
間
の
健
康
と
命
を
守
る
土

建
国
保
の
育
成
・
強
化
を
求

め
て

（
１
）
憲
法
25
条
を
活
か
し
た
社

会
保
障
政
策
を
求
め
て

政
府
は
医
療
・
介
護
保
険
の
制

度
改
悪
、
年
金
給
付
水
準
の
引
き

下
げ
な
ど
社
会
保
障
制
度
の
抑
制

を
進
め
よ
う
と
し
て
お
り
、
地
域

団
体
と
連
帯
し
、
社
会
保
障
改
悪

阻
止
に
向
け
た
大
衆
運
動
の
前
進

を
は
か
り
ま
す
。

（
２
）
医
療
保
険
一
元
化
阻
止
、

土
建
国
保
育
成
・
強
化

土
建
国
保
を
守
る
取
り
く
み
と

し
て
、
①
特
定
健
診
の
受
診
率
70

％
、
個
別
健
康
サ
ポ
ー
ト
の
利
用

率
30
％
目
標
の
追
求
、
②
国
会
議

員
や
都
議
会
議
員
に
、
国
保
組
合

の
育
成
・
強
化
を
求
め
て
い
き
ま

す
、
③
ハ
ガ
キ
要
請
は
、
投
函
率

４
０
０
％
を
目
指
し
仲
間
の
切

実
な
声
を
届
け
ま
す
。

２
．
仲
間
の
実
態
と
要
求
を

汲
み
上
げ
働
く
ル
ー
ル
の
確

立
と
賃
上
げ
運
動
の
前
進
を

（
１
）
仲
間
の
正
確
な
情
報
を

各
交
渉
に
反
映
さ
せ
ま
す

仲
間
の
賃
金
・
労
働
環
境
の

改
善
に
向
け
、
仲
間
の
情
報
収
集

と
、
国
や
都
、
自
治
体
、
元
請
へ

の
要
請
な
ど
の
取
り
く
み
を
進
め

ま
す
。
ま
た
、
大
手
企
業
交
渉
に

向
け
て
Ｐ
Ａ
Ｌ
を
中
心
に
具
体
的

な
情
報
を
集
め
て
い
き
ま
す
。

（
２
）
公
契
約
条
例
制
定
に
向
け

て
自
治
体
と
討
議
を
進
め
ま
す

公
契
約
条
例
が
制
定
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
賃
金
の
引
き
上
げ
や
労

働
環
境
の
改
善
へ
と
つ
な
が
り
ま

す
。
三
鷹
市
・
武
蔵
野
市
に
対
し

て
は
、
公
共
現
場
で
の
賃

金
調
査
実
施
を
促
し
、
本

格
的
に
検
討
を
行
な
う
姿

勢
を
引
き
出
し
ま
す
。

３
．
職
業
病
対
策
と
ア

ス
ベ
ス
ト
被
害
早
期
全

面
解
決
と
根
絶
・
災
害

を
未
然
に
防
ぐ
適
切
な

安
全
衛
生
対
策
活
動
に

向
け
て

（
１
）
専
門
医
と
の
連
携

を
活
か
し
た
職
業
病
対
策

専
門
医
と
連
携
を
し
て

早
期
発
見
・
早
期
治
療
、
労
災
認

定
に
つ
な
げ
る
取
り
く
み
を
進
め

ま
す
。
ま
た
、
じ
ん
肺
・
ア
ス
ベ

ス
ト
労
災
疾
患
対
策
と
し
て
も
引

き
続
き
提
携
専
門
医
で
の
「
東
京

土
建
デ
ー
」
を
案
内
し
な
が
ら
呼

び
か
け
行
動
に
取
り
く
み
ま
す
。

（
２
）
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
根
絶
の

取
り
く
み

ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
は
東
京
第
１

陣
の
歴
史
的
勝
利
に
よ
り
、
「
王

手
を
か
け
た
」
取
り
く
み
へ
と
な

り
ま
し
た
。
国
に
対
し
て
、
基
金

創
設
を
最
大
の
目
標
に
「
統
一
解

決
」
を
目
指
し
ま
す
。

（
３
）
災
害
を
未
然
に
防
ぐ
安
全

衛
生
対
策

ア
ス
ベ
ス
ト
新
法
を
中
心
に
、

学
習
会
を
計
画
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
三
鷹
低
安
協
で
現
場
に
お

け
る
安
全
対
策
が
と
ら
れ
て
い
る

か
を
点
検
・
確
認
し
て
い
き
ま

す
。

４
．
地
域
貢
献
、
防
災
・
減

災
活
動
で
社
会
的
地
位
向
上

に
つ
な
げ
、
町
場
の
仕
事
掘

り
起
し
へ
と
連
動
を

（
１
）
チ
ー
ム
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｚ
Ｕ
の

発
展
と
隊
員
拡
充
を
め
ざ
し
て

三
鷹
武
蔵
野
支
部
は
２
０
１
７

年
に
武
蔵
野
市
、
２
０
２
０
年
に

三
鷹
市
と
防
災
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。
定
期
的
に
救
命
講
習
や
防

災
訓
練
を
実
施
し
、
災
害
時
に
役

割
を
果
た
せ
る
よ
う
チ
ー
ム
Ｎ
Ａ

Ｍ
Ａ
Ｚ
Ｕ
の
拡
充
と
取
り
く
み
の

発
展
を
め
ざ
し
ま
す
。

（
２
）
第
44
回
住
宅
デ
ー
の
開
催

に
向
け
て

昨
年
11
月
の
「
住
ま
い
の
相
談

会
」
で
は
、
来
場
者
か
ら
喜
び
と

次
回
開
催
へ
の
期
待
の
声
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
２
０
２
１
年
度

は
、
仲
間
の
知
恵
と
工
夫
に
よ

り
、
地
域
住
民
と
の
関
係
づ
く
り

と
活
動
の
復
活
に
向
け
て
、
全
分

会
で
第
44
回
住
宅
デ
ー
の
開
催
を

め
ざ
し
ま
す
。

５
．
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
将
来
的
な

ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
全
丁
場
の

登
録
促
進
・
産
業
の
後
継
者

育
成
と
入
職
者
増
を
め
ざ
し

（
１
）
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
は
賃
金
・
環
境

を
変
え
る
道
具
と
し
て

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
は
、
大
手
従
事
者
を

中
心
に
登
録
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
町
場
を
ふ
く
む
全
丁
場
へ

と
登
録
を
広
げ
て
い
け
る
か
が
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ

の
目
的
と
意
義
に
つ
い
て
ビ
ジ
ョ

ン
を
示
し
、
登
録
を
促
進
し
て
い

き
ま
す
。

（
２
）
技
術
・
技
能
の
取
り
く
み

を
通
じ
た
後
継
者
の
育
成
を
め
ざ

し
て仲

間
の
技
術
・
技
能
の
向
上
め

ざ
し
、
組
織
数
の
３
％
を
年
間
目

標
に
、
資
格
講
習
の
受
講
者
促

進
に
取
り
く
み
ま
す
。

ま
た
、
１
支
部
１
人
の
カ
レ

ッ
ジ
生
確
保
の
目
標
を
追
究

し
、
技
能
労
働
者
の
雇
用
と
育

成
、
後
継
者
作
り
へ
つ
な
げ
て
い

き
ま
す
。

６
．
基
礎
組
織
の
強
化
・
確

立
と
実
増
を
め
ざ
し
て
・
全

分
会
の
巨
大
な
一
歩
を
踏
み

出
そ
う

２
０
２
１
年
度
の
組
織
拡
大
は

本
格
的
な
「
減
ら
な
い
組
織
づ
く

り
」
に
向
け
て
、
春
・
秋
の
強
化

月
間
は
目
標
達
成
を
絶
対
的
な
位

置
づ
け
と
し
つ
つ
、
年
間
を
通
じ

た
取
り
く
み
と
し
て
い
き
ま
す
。

こ
う
し
た
活
動
の
土
台
と
な
る

基
礎
組
織
（
群
・
分
会
）
の
強
化

・
確
立
に
つ
い
て
は
、
仲
間
の
つ

な
が
り
や
将
来
的
な
分
会
運
営
に

向
け
て
前
進
で
き
る
取
り
く
み
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

７
．
仲
間
の
出
番
づ
く
り
と

青
年
部
支
援
で
本
格
的
な
担

い
手
確
保
を
め
ざ
そ
う

分
会
・
群
の
後
継
者
発
掘
・
育

成
と
事
業
所
の
組
織
化
に
向
け
、

支
部
や
分
会
で
の
「
出
番
」
を
つ

く
り
、
そ
の
後
の
活
動
参
加
と
定

着
へ
と
結
び
付
け
ま
す
。
ま
た
、

青
年
部
活
動
へ
の
支
援
も
行
な
い

ま
す
。

８
．
税
制
民
主
化
・
重
税
反

対
運
動
を
強
化
し
仲
間
の
仕

事
と
暮
ら
し
を
守
ろ
う

「
消
費
税
率
５
％
へ
の
引
き
下

げ
」
と
、
登
録
が
始
ま
る
「
適
格

請
求
書
等
保
存
方
式
（
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
）
」
反
対
、
こ
の
２
本
の

運
動
を
柱
に
取
り
く
み
を
進
め
ま

す
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
は

じ
め
と
す
る
“
建
設
ア
ク
シ
ョ

ン
”
に
各
専
門
部
と
の
連
携
で
引

き
続
き
取
り
く
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
た
、
確
定
申
告
相
談
会
や
学

習
会
、
駅
頭
宣
伝
な
ど
を
通
じ
、

「
不
公
平
税
制
の
是
正
」
と
「
納

税
者
の
権
利
確
立
」
の
世
論
を
広

げ
て
い
き
ま
す
。

９
．
文
化
活
動
を
通
じ
た
仲

間
作
り
強
化
と
支
え
合
い
の

共
済
制
度
発
展
を
め
ざ
し
て

文
化
活
動
と
し
て
、
前
進
座
の

公
演
案
内
と
友
の
会
へ
の
加
入
促

進
に
取
り
く
み
、
仲
間
の
作
品
コ

ン
ク
ー
ル
や
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

な
ど
の
文
化
行
事
の
普
及
に
努
め

い
き
ま
す
。

ど
け
ん
共
済
は
、
仲
間
の
「
助

け
合
い
」
で
あ
り
、
共
済
推
進
委

員
会
の
体
制
を
強
化
し
、
「
火
災

共
済
・
地
震
共
済
」
を
中
心
に
、

各
種
共
済
の
加
入
促
進
に
努
め
ま

す
。

10
．
労
働
組
合
と
し
て
の
視

点
を
持
っ
た
情
報
発
信
・
仲

間
と
仲
間
を
つ
な
ぐ
機
関
紙

活
動
の
発
展
を
め
ざ
そ
う

支
部
機
関
紙
「
み
ち
し
る
べ
」

は
、
仲
間
の
仕
事
や
暮
ら
し
に
関

わ
る
情
報
を
発
信
す
る
貴
重
な
媒

体
と
し
て
の
役
割
を
発
揮
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用

も
引
き
続
き
広
げ
て
い
き
ま
す
。

分
会
新
聞
の
発
行
に
あ
た
っ
て

は
、
「
写
真
教
室
」
や
「
分
会
新

聞
学
習
会
」
の
開
催
な
ど
、
全
分

会
の
定
期
的
な
発
行
を
目
指
し
ま

す
。

11
．
東
京
土
建
の
歴
史
的
な

学
習
活
動
を
継
承
し
、
幹
部

育
成
、
組
合
活
動
・
労
働
運

動
の
実
践
へ
と
つ
な
げ
よ
う

「
分
会
四
役
・
群
三
役
学
習

会
」
を
開
催
し
組
合
活
動
を
学
び

ま
す
。
ま
た
「
ワ
ー
ク
ス
ク
ー

ル
」
で
労
働
運
動
を
理
論
的
に
学

び
、
運
動
の
実
践
へ
と
つ
な
げ
て

い
き
ま
す
。

12
．
健
全
な
財
政
活
動
と
仲

間
意
識
を
持
っ
た
滞
納
対
策

を
す
す
め
よ
う

建
設
労
働
者
の
地
位
向
上
と
処

遇
改
善
、
産
業
の
発
展
を
め
ざ
し

た
諸
運
動
と
組
織
活
動
を
支
え
る

健
全
な
財
政
活
動
を
確
立
さ
せ
ま

す
。
滞
納
対
策
は
、
滞
納
者
に
対

す
る
滞
納
の
解
消
に
あ
た
る
と
と

も
に
群
会
議
で
の
定
期
納
入
へ
と

導
き
ま
す
。

（
二
）
平
和
を
守
る
取
り

組
み

１
．
脱
原
発
、
環
境
・
再
生

エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
に
向

け
た
と
り
く
み

（
１
）
原
発
を
な
く
す
全
国
規
模

の
取
り
く
み
に
参
加
し
ま
す

原
発
事
故
か
ら
１
０
年
と
な
る

節
目
に
あ
た
り
、
全
国
規
模
の
集

会
へ
積
極
的
に
参
加
す
る
と
と
も

に
、
「
脱
原
発
を
実
現
し
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
中
心
の
社
会
を
求
め
る

全
国
署
名
」
な
ど
の
署
名
運
動
に

取
り
く
み
ま
す
。

（
２
）
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
エ
ス
・
デ
ィ

ー
・
ジ
ー
ズ
「
持
続
可
能
な
開
発

目
標
」
）
に
沿
っ
た
取
り
く
み

東
京
土
建
が
行
な
う
諸
運
動
も

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
労
働
組
合
が
そ
の
役

割
を
発
揮
し
て
い
る
こ
と
を
広
げ

て
い
き
ま
す
。

２
．
核
兵
器
廃
絶
・
原
水
爆

禁
止
世
界
大
会
へ
の
参
加
に

向
け
て

（
１
）
“
日
本
は
核
兵
器
禁
止
条

約
へ
の
批
准
を
”
“
９
条
改
憲
Ｎ

Ｏ
”
の
取
り
く
み
強
化

２
０
２
１
年
１
月
22
日
に
、
核

兵
器
を
違
法
と
す
る
国
際
条
約
が

発
効
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
は
、
世

界
で
唯
一
の
被
爆
国
と
し
て
、
核

廃
絶
に
向
け
た
姿
勢
が
問
わ
れ
て

い
ま
す
。
日
本
が
批
准
す
る
ま
で

集
会
・
宣
伝
・
署
名
行
動
に
取
り

く
み
ま
す
。

（
２
）
新
た
な
情
勢
の
も
と
開
か

れ
る
原
水
禁
世
界
大
会

８
月
５
日
か
ら
７
日
に
か
け
て

広
島
県
で
開
催
さ
れ
る
世
界
大
会

へ
参
加
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

（
三
）
地
域
諸
団
体
・
他

組
合
と
の
共
同

国
民
本
位
の
政
治
に
方
向
転
換

さ
せ
て
い
く
た
め
、
武
蔵
野
三
鷹

地
区
労
働
組
合
協
議
会
で
は
、
賃

金
引
上
げ
・
労
働
環
境
の
改
善
、

社
会
保
障
の
拡
充
な
ど
共
通
す
る

要
求
を
掲
げ
、
地
域
活
動
を
繰
り

広
げ
て
い
ま
す
。

（
四
）
被
災
地
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
つ
い
て

例
年
、
い
わ
き
市
の
健
康
ま
つ

り
へ
参
加
し
、
継
続
し
て
取
り
く

ん
で
き
ま
し
た
が
、
違
う
か
た
ち

で
私
た
ち
に
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
検
討
し
提
案
し
て
い
き

ま
す
。

（
五
）
２
０
２
１
年
３
つ

の
選
挙
に
向
け
た
組
合
と

し
て
の
立
場

７
月
に
都
議
会
議
員
選
挙
、
10

月
に
武
蔵
野
市
長
選
挙
、
衆
議
院

選
挙
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
組

合
で
は
、
政
党
や
候
補
者
の
政
策

を
見
極
め
、
ま
た
首
長
選
挙
に
お

い
て
は
我
々
の
要
求
運
動
に
沿
っ

た
公
約
を
掲
げ
る
か
に
よ
っ
て
は

支
部
推
薦
も
視
野
に
入
れ
、
組
合

員
個
人
の
支
持
の
自
由
を
重
ん
じ

な
が
ら
、
仲
間
へ
の
棄
権
防
止
を

呼
び
か
け
て
い
き
ま
す
。

（
六
）
組
織
検
討
委
員
会

組
織
課
題
に
つ
い
て
、
と
り
わ

け
「
全
分
会
か
ら
の
役
員
選
出
」

に
つ
い
て
は
喫
緊
の
課
題
で
あ

り
、
担
い
手
づ
く
り
を
継
続
で
き

る
分
会
組
織
の
構
築
に
向
け
て
論

議
を
進
め
ま
す
。（

３
面
に
続
く
）

( 2 )２０２１年４月１０日第７３号

支
部
定
期
大
会
に
ご
参
加
い
た
だ
け
な
か
っ
た
組
合
員
の
み
な
さ

ま
に
向
け
て
、
第
７
回
支
部
定
期
大
会
に
て
承
認
さ
れ
た
２
０
２
１

年
度
の
活
動
方
針
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

今
年
度
も
引
き
続
き
、
東
京
土
建
の
諸
活
動
へ
み
な
さ
ん
の
ご
理

解
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

み ち し る べ



み ち し る べ( 3 )

（
２
面
つ
づ
き
）

分
会
再
編
に
つ
い
て
は
、
地
域

を
代
表
す
る
分
会
と
し
て
組
織

機
能
が
発
揮
で
き
る
分
会
づ
く

り
を
目
指
し
、
引
き
続
き
討
議

を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

引
き
続
き
『
全
分
会
が
１
人

以
上
の
支
部
役
員
の
選
出
を
』

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
担
い

手
づ
く
り
を
継
続
的
に
引
き
継

い
で
い
け
る
分
会
体
制
を
構
築

し
ま
す
。

（
七
）
第
８
回
定
期
大
会

の
代
議
員
定
数
と
支
部
役

員
立
候
補

１
．
第
８
回
大
会
の
代
議
員
定

数
第
８
回
定
期
大
会
の
代
議
員

定
数
は
、
支
部
執
行
部
と
各
分

会
の
２
０
２
２
年
1
月
1
日
当

初
の
組
織
人
員
に
対
し
て
20
人

に
１
人
と
し
ま
す
。
特
別
代
議

員
定
数
は
、
青
年
部
５

人
、
シ
ニ
ア
の
会
３

人
、
女
性
の
会
５
人
と

し
ま
す
。

２
．
支
部
役
員
の
立
候

補
支
部
役
員
の
立
候
補

に
つ
い
て
は
、
第
８
回

定
期
大
会
時
点
で
満
65

歳
以
上
の
者
は
立
候
補

し
な
い
こ
と
と
し
ま

す
。
な
お
現
在
欠
員
と

な
っ
て
い
る
支
部
役
員

に
つ
い
て
は
、
支
部
・

分
会
が
協
力
し
合
い
年

度
内
に
お
い
て
選
出
で

き
る
よ
う
努
め
て
い
き

ま
す
。

第７３号２０２１年４月１０日

【
亀
井
京
子
女
性
の
会
教
宣
担

当
記
】
３
月
13
日
（
土
）
10
時

か
ら
支
部
会
館
に
て
女
性
の
会

定
期
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
も
昨
年
度
同
様
に
「
開
催

時
間
の
短
縮
」
「
来
賓
を
招
待

せ
ず
会
員
だ
け
で
実
施
」
「
昼

食
の
持
ち
帰
り
」
と
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
対
策
を
講
じ
た
う
え
で

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

当
日
は
朝
か
ら
冷
た
い
雨
が

降
り
、
午
後
に
は
春
の
嵐

に
な
っ
て
し
ま
い
大
変
悪

天
候
の
中
、
会
員
の
み
な

さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。

代
議
員
定
数
58
人
・
出
席
代

議
員
25
人
・
委
任
状
提
出
13
人

で
合
計
38
人
と
な
り
定
数
の

過
半
数
を
確
認
、
第
７
回
総

会
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
を

確
認
後
、
活
動
報
告
を
行
い

無
事
終
了
し
ま
し
た
こ
と
を

報
告
い
た
し
ま
す
。

新
年
度
は
、
引
き
続
き
コ

ロ
ナ
禍
の
中
で
の
活
動
と
な

り
ま
す
が
、
「
今
で
き
る
こ

と
は
何
か
」
を
考
え
、
楽
し

い
活
動
報
告
が
で
き
ま
す
よ

う
会
員
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

【
女
性
の
会
新
年
度
役
員
】

会

長
：
苅
込
美
津
代
（
大
沢
）

副
会
長
：
亀
井
京
子
（
深
大
寺
）

斉
藤
純
子
（
大
沢
）

事
務
局
長
：
田
村
玲
子
（
井
の
頭
）

け
や
き
グ
リ
ー
ン
ク
ラ
ブ
は

３
月
19
日
に
三
鷹
市
公
会
堂
さ

ん
さ
ん
館
に
て
総
会
を
行
い
、

役
員
を
含
め
て
24
人
の
会
員
が

参
加
し
ま
し
た
。

け
や
き
グ
リ
ー
ン
ク
ラ
ブ
は

65
歳
以
上
の
組
合
員

を
対
象
に
、
同
世
代

の
親
睦
を
深
め
る
と

と
も
に
、
高
齢
者
に

共
通
す
る
要
求
の
実

現
な
ど
を
主
な
活
動

と
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
、
新
型

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
活

動
が
制
限
さ
れ
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す

が
、
日
帰
り
旅
行
や

木
工
教
室
、
交
流
会
な
ど
の
計

画
を
行
い
、
春
・
秋
の
拡
大
で

は
会
員
拡
大
の
目
標
達
成
を
目

指
し
活
動
し
て
い
く
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

【
け
や
き
グ
リ
ー
ン
ク
ラ
ブ
新
年
度
役
員
】

会

長
：
東
條
セ
ツ
子
（
吉
祥
寺
）

副
会
長
：
市
村
政
男
（
牟
礼
北
野
）

橋
本

昇
（
連
雀
）

志
田

誠
（
牟
礼
北
野
）

竹
谷
佐
知
子
（
深
大
寺
）

小
玉
洋
子
（
武
蔵
野
中
央
）

幹

事
：
橋
本

昇
（
連
雀
）

事
務
局
長
：
薄
葉
七
郎
（
牟
礼
北
野
）

事
務
局
次
長
：
清
水
幸
枝
（
大
沢
）

《
第
７
回
三
鷹
武
蔵
野
支
部
定
期

大
会
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
寄
せ
い

た
だ
い
た
来
賓
の
皆
様
》
（
敬
称

略
）今

大
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
防
止

の
た
め
、
来
賓
の
皆
様
に
は
参
列
を
ご
遠

慮
い
た
だ
き
ま
し
た
。
代
わ
り
に
、
多
く

の
方
々
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
寄
せ
い
た

だ
き
ま
し
た
。
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

［
組
合
・
協
力
団
体
］

○
全
建
総
連

東
京
都
連
合
会

○
東
京
建
築
カ
レ
ッ
ジ

○
東
京
土
建
国
民
健
康
保
険
組
合

○
東
京
土
建
一
般
労
働
組
合

調
布
支
部

○
東
京
土
建
一
般
労
働
組
合

狛
江
支
部

○
新
日
本
婦
人
の
会

三
鷹
支
部

○
北
多
摩
中
央
医
療
生
協
協
同
組
合

三
鷹
支
部

○
三
鷹
社
会
保
障
推
進
協
議
会

○
原
水
爆
禁
止
武
蔵
野
協
議
会

○
中
央
労
働
金
庫

三
鷹
支
店

○
劇
団

前
進
座

○
武
蔵
野
民
主
商
工
会

○
三
鷹
商
工
会

○
武
蔵
野
建
設
組
合

○
こ
く
み
ん
共
済

東
京
推
進
本
部

○
あ
か
つ
き
印
刷

株
式
会
社

※
東
京
土
建
各
支
部
か
ら
も
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
支
部

名
の
紹
介
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

［
政
党
・
自
治
体
］

○
衆
議
院
議
員

伊
藤

達
也

○
衆
議
院
議
員

菅

直
人

○
衆
議
院
議
員

山
花

郁
夫

○
参
議
院
議
員

中
川

ま
さ
は
る

○
東
京
都
議
会
議
員

山
田

ひ
ろ
し

○
東
京
都
議
会
議
員

中
村

ひ
ろ
し

○
三
鷹
市
長

河
村

孝

○
武
蔵
野
市
長

松
下

玲
子

○
日
本
共
産
党
三
鷹
市
議
会
議
員
団

○
三
鷹
市
議
会
・
い
の
ち
が
大
事

○
武
蔵
野
市
議
会

立
憲
民
主
ネ
ッ
ト

長
年
に
わ
た
り
支
部
の
取
組
み
に
貢
献
し
て

い
た
だ
い
た
方
を
、
支
部
で
推
薦
し
本
部
表
彰

し
ま
す
。

【
本
部
表
彰
】

☆
金
子

昭
二
さ
ん
（
連
雀
）

☆
小
野
寺

次
男
さ
ん
（
連
雀
）

☆
谷
口

ひ
と
み
さ
ん
（
武
蔵
野
中
央
）

☆
苅
込

美
津
代
さ
ん
（
大
沢
）

昨
年
度
の
組
合
（
分
会
）
活
動
に
貢
献
さ
れ

た
方
を
分
会
か
ら
１
名
推
薦
し
ま
す
。

【
個
人
表
彰
（
分
会
功
労
者
）
】

☆
吉
田

健
吾
さ
ん
（
牟
礼
北
野
）

☆
櫻
井

太
郎
さ
ん
（
新
川
中
原
）

☆
大
北

健
児
さ
ん
（
連
雀
）

☆
小
川

幸
雄
さ
ん
（
関
前
）

☆
石
井

義
一
さ
ん
（
境
）

☆
宮
木

庸
雄
さ
ん
（
境
南
町
）

☆
茶
本

百
合
子
さ
ん
（
女
性
の
会
）

☆
沖
野

紀
年
さ
ん

（
け
や
き
Ｇ
Ｃ
）

※

後

日

分

会

を

通

じ

て
、
表
彰
状
、
記
念
品

を
贈
呈
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

【
金
子
昭
二
さ
ん
退
任
あ
い
さ
つ
】

今
大
会
を
も
ち
ま
し
て
、
私
を
含
め
て
12

名
が
退
任
を
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
私

事
に
な
り
ま
す
が
、
三
鷹
支
部
時
代
も
あ
わ

せ
て
10
年
間
委
員
長
を
つ
と
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
周
り
の
仲
間
に
も
恵
ま
れ
て

何
と
か
つ
と
め
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
間
、
支
部
合
併
や
新
し
い
支
部
会

館
の
建
設
が
あ
り
、
ま
た
本
部
の
会
議
に
出

て
様
々
な
知
識
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
10
年
間
の
経
験
が
大
き
な
財
産
と
な
っ

た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

今
度
の
新
執
行
部
は
、
三
鷹
武
蔵
野
支
部

を
一
回
り
大
き
く
し
て
く
れ
る
よ
う
頑
張
っ

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
一
つ
の

心
残
り
は
、
役
員
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
で

す
。
こ
の
こ
と
は
支
部
の
運
営
に
も
大
き
な

マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
協
力
で
「
分
会
か
ら
1
名
」

役
員
を
あ
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
大
変
長
い
間
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

今
大
会
を
も
っ
て
退
任
さ
れ
る
役
員
の
方

は
次
の
通
り
で
す
。

☆
金
子

昭
二

委
員
長
（
連
雀
）

☆
五
十
嵐

作
衛

副
委
員
長
（
連
雀
）

☆
小
野
寺

次
男

常
任
（
連
雀
）

☆
苅
込

美
津
代

常
任
（
大
沢
）

☆
久
保

義
春

執
行
委
員
（
連
雀
）

☆
西
潟

洋

執
行
委
員
（
吉
祥
寺
）

☆
白
尾

進
一

執
行
委
員
（
武
蔵
野
中
央
）

☆
我
妻

泰
彦

執
行
委
員
（
境
）

☆
藤
澤

義
明

執
行
委
員
（
境
南
町
）

☆
田
村

玲
子

女
性
の
会
会
長
（
井
の
頭
）

☆
沖
野

紀
年

け
や
き
Ｇ
Ｃ
会
長
（
連
雀
）

☆
市
村

政
男

本
部
シ
ニ
ア
友
の
会
副
会
長

（
牟
礼
北
野
）

青
年
部
は
３
月
19
日
に
支
部

会
館
に
て
青
年
部
大
会
を
開

催
、
昨
年
度
の
活
動
報
告
と
次

年
度
の
方
針
提
案
、
予
算
案
の

承
認
を
行
い
ま
し
た
。

現
在
の
青
年
部
は
、
活
動
家

が
２
名
し
か
お
ら
ず
大
変
寂
し

い
状
況
で
す
。
ま
た
、
昨
年
度

は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り

イ
ベ
ン
ト
や
交
流
会
な
ど
も
開

催
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今

年
度
は
一
緒
に
活
動
し

て
く
れ
る
仲
間
を
増
や

す
た
め
、
①
部
会
の
定

例
化
、
②
交
流
会
、
イ

ベ
ン
ト
で
参
加
者
を
増

や
す
、
③
活
動
家
を
２

人
以
上
増
や
す
こ
と
を
重
点
課

題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

【
青
年
部
新
年
度
役
員
】

副
部
長
：
野
坂

光
（
境
南
町
）

副
部
長
：
藤
﨑
将
士
（
武
蔵
野
中
央
）

※
部
長
は
今
年
度
中
の
選
出
を
目
指
し

ま
す
。



み ち し る べ ( 4 )２０２１年４月１０日第７３号

話題の新作映画を、ご家族で観に行きませんか。下記以外の映画も

多数あります。ご注文は早めに(下記は一例)。

【映画券】

☆映画クレヨンしんちゃん 謎メキ！花の天カス学園

☆BanG Dream!Episode of Roselia Ⅰ : 約束

☆ブックセラーズ

☆るろうに剣心 最終章 The Final／The Beginning

☆映画 賭ケグルイ 絶体絶命ロシアンルーレット

【ムビチケカード】

☆くれなずめ【ムビチケカード】

☆劇場版 ポリス×戦士 ラブパトリーナ！ ～怪盗からの挑戦！

ラブでパパッとタイホせよ！～【ムビチケカード】

☆アメリカン・ユートピア【ムビチケカード】

☆大綱引の恋【ムビチケカード】

☆ジェントルメン【ムビチケカード】

☆ヒノマルソウル～舞台裏の英雄たち～ など他多数

◇映画・イベントなど「メイジャー」のＨＰで検索してください。

※注文や問い合わせは、支部事務所０４２２-４７-９１０１まで

※注：割引額は、前売券の販売価格から一律５００円です。

【
教
育
宣
伝
部
長
・
升
川
明
記
】

新
年
度
の
始
ま
り
、
本
来
な
ら

新
た
に
ス
タ
ー
ト
を
切
る
お
め
で

た
い
時
だ
け
れ
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ

の
影
響
に
よ
り
２
年
続
け
て
の
自

粛
活
動
と
な
っ
て
い
ま
す
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
一
体
い
つ
終

息
を
迎
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。
三

鷹
武
蔵
野
支
部
が
合
併
し
て
か
ら

６
年
が
経
ち
ま
し
た
が
、
み
ん
な

で
５
周
年
の
お
祝
い
を
す
る
こ
と

も
で
き
ず
、
あ
ら
ゆ
る
組
合
活
動

は
ほ
ぼ
で
き
な
い
ま
ま
、
昨
年
度

は
１
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

機
関
紙
「
み
ち
し
る
べ
」
に
い

た
っ
て
も
、
自
粛
の
１
年
間
の
中

で
記
載
す
る
記
事
に
も
苦
労
し
、

読
者
で
あ
る
組
合
員
の
み
な
さ
ん

に
は
、
活
動
報
告
や
楽
し
い
話
題

を
な
か
な
か
お
伝
え
す
る
こ
と
が

で
き
ず
残
念
で
し
た
。
こ
の
夏
、

８
～
９
月
頃
に
は
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
一
般
の
人
々
に
行
き
渡
り
コ

ロ
ナ
も
徐
々
に
収
ま
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
昨
年
で
き
な

か
っ
た
こ
と
、
新
た
に
始
め
よ
う

と
思
う
こ
と
が
で
き
る
日
が
来
ま

す
。み

ち
し
る
べ
は
、
よ
り
充
実
し

た
紙
面
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
み

な
さ
ん
の
楽
し
い
思
い
を
紙
面
に

載
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
度
よ
り
、
記
事
を
投
稿
し
て

く
だ
さ
っ
た
組
合
員
・
家
族
の
方

に
は
、
原
稿
料
と
し
て
ク
オ
カ
ー

ド
５
０
０
円
分
を
贈
呈
し
ま
す
。

組
合
活
動
だ
け
で
な
く
、
読
者
が

楽
し
ん
で
見
て
い
た
だ
け
る
紙
面

づ
く
り
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
み
な
さ
ん
の
楽
し
か
っ
た
思

い
出
や
、
感
動
し
た
場
所
な
ど
何

で
も
い
い
の
で
、
記
事
や
写
真
を

お
願
い
し
ま
す
。

◇
地
山
の
掘
削
及
び
土
止
め
支
保
工
作
業
主
任
者

［
講
習
日
］
５
月
25
～
27
日

［
受
講
料
］
１
７
，
０
０
０
円

◇
職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
教
育

［
講
習
日
］
①
５
月
11
～
12
日
②
６
月
１
～
２
日

［
受
講
料
］
１
４
，
５
０
０
円

◇
新
入
職
者
教
育

［
講
習
日
］
５
月
６
～
７
日

［
受
講
料
］
９
，
８
０
０
円

◇
足
場
特
別
教
育

［
講
習
日
］
５
月
７
日
［
受
講
料
］
７
，
５
０
０
円

◇
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
特
別
教
育

［
講
習
日
］
５
月
14
日
［
受
講
料
］
８
，
０
０
０
円

◇
低
圧
電
気

［
講
習
日
］
６
月
２
日
［
受
講
料
］
８
，
０
０
０
円

◇
巻
上
げ
機

［
講
習
日
］
６
月
３
～
４
日

［
受
講
料
］
１
４
，
０
０
０
円

※
「
低
圧
電
気
」
「
巻
上
げ
機
」
が
セ
ッ
ト
に
な
っ

た
コ
ー
ス
も
ご
ざ
い
ま
す
。

◇
玉
掛

［
講
習
日
］
６
月
11
～
13
日

［
会

場
］
東
京
土
建
足
立
支
部
会
館

［
受
講
料
］
２
２
，
０
０
０
円

◇
小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン

［
講
習
日
］
５
月
21
～
23
日

［
会

場
］
東
京
土
建
西
多
摩
支
部
会
館

［
受
講
料
］
３
３
，
０
０
０
円

◇
高
所
作
業
車

［
講
習
日
］
５
月
17
～
18
日

［
会

場
］
Ｉ
Ｈ
Ｉ
技
術
教
習
所
東
京
セ
ン
タ
ー

［
受
講
料
］
３
７
，
０
０
０
円
…
自
動
車
免
許
所
持

者
、
３
５
，
０
０
０
円
…
小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
技

能
講
習
修
了
者

◇
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

［
講
習
日
］
５
月
25
～
28
日

［
会

場
］
タ
ダ
ノ
教
習
セ
ン
タ
ー

［
受
講
料
］
４
１
，
６
０
０
円

◇
車
両
系
建
設
機
械
（
整
地
等
）
技
能
講
習

［
講
習
日
］
５
月
28
～
29
日

［
会

場
］
東
京
土
建
西
多
摩
支
部
会
館

［
受
講
料
］
３
８
，
０
０
０
円

◇
車
両
系
建
設
機
械
（
解
体
）
技
能
講
習

［
講
習
日
］
５
月
30
日

［
会

場
］
東
京
土
建
西
多
摩
支
部
会
館

［
受
講
料
］
２
２
，
０
０
０
円

※
（
整
地
等
）
・
（
解
体
）
の
セ
ッ
ト
コ
ー
ス
も
ご

ざ
い
ま
す
。

◇
２
級
建
築
施
工
管
理
技
士

［
講
習
日
］
６
月
24
日
～
１
０
月
中
旬

［
受
講
料
］
９
５
，
０
０
０
円

◇
Ｊ
Ｗ
－
Ｃ
Ａ
Ｄ
習
得

［
講
習
日
］
５
月
13
日
～
毎
週
木
曜
計
１
０
回

［
受
講
料
］
５
４
，
０
０
０
円

◇
第
二
種
電
気
工
事
士
受
験
準
備
筆
記
講
座

［
講
習
日
］
４
月
18
日
～
５
月
23
日

［
受
講
料
］
４
５
，
０
０
０
円

◇
Ｊ
Ｗ
－
Ｃ
Ａ
Ｄ
習
得

［
講
習
日
］
５
月
13
日
～
毎
週
木
曜
計
１
０
回

［
受
講
料
］
５
４
，
０
０
０
円

会
場
の
記
載
の
な
い
も
の
は
、
東
京
土
建
技
術
研
修
セ
ン
タ
ー
で
す
。
申
込
み
に
は
、
申
込
書
・
受
講
料

・
認
印
・
顔
写
真
（
３
㎝
×
２
・
５
㎝
）
１
枚
が
必
要
で
す
。
申
込
書
は
講
習
日
の
２
週
間
前
ま
で
に
支

部
必
着
で
す
。
受
講
料
な
ど
詳
し
く
は
支
部
担
当
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
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【技術対策部発】２０２１年１月より５メートル以上の高所作業において「胴

ベルト」の使用が全面禁止となり、「墜落制止用器具（フル

ハーネス）」の着用が義務付けられました。

こうした状況を受け、下記の日程で支部で「フルハーネス

特別教育」を開催します。新型コロナの感染防止のため受講

人数が限られており、多くの申込みが殺到する可能性がござ

います。

受講を希望の方は早めにお申し込みください。

【フルハーネス特別教育支部開催】
［と き］６月２０日（日）［ところ］支部会館２階

［定 員］２０人 ［締切］５月３１日（定員になり次第）

［受講料］ ６，０００円（組合員）

１１，０００円（未加入者。組合費込）

※受講を希望される方は、申込書に「写真（３㎝×２.５㎝）」「受講料」

を添えて支部事務所で申込んでください。

※当日は新型コロナの感染防止対策をとって実施します。

※参加される方は、マスクの着用を必ずお願いします。

【問合せ先】

本部どけん共済会

☎：03-5332-3975

【厚生文化部発】この春、お子さんが新しく小中学校に入学された方は、

「入学祝い金」として５０００円分の図書カードがプレゼントされます。

土建国保に加入していない組合員は、ご自身が対象かどうか支部までお問

い合わせください。（土建国保の加入者の方には個別に案内済）

『対象となるお子さんの年齢』

①小学校

平成２６年４月２日～平成２７年４月１日生

②中学校

平成２０年４月２日～平成２１年４月１日生
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